
 

 

 

              

                          

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

平岡中央小学校 
学校便り 第５号 

令和８年６月３０日 

笑顔あふれる学校 
社会で生きていく人に 

 

校長       

 

「人は他人と暮らすために生まれてくるようなものさ。親と暮らす時間はごく少しだよ。 だか

ら子どもは、親にとって都合よく暮らしていく子どもに育てるのではなく、他人と 心地（ここ

ち）よく暮らすことの出来る子どもに育てなくちゃあ…ナ」 中村メイコ著『胸に戻ってくる言葉』

より 

 

これは、女優/歌手の中村さん(2023年12月没)の夫である作曲家神津善行さんの言葉です。 

学校（社会）では、様々な人が集まって生活しています。価値観も家庭環境も好みも感じ方も…

すべて違う人たちです。人とのかかわりの中で軋轢が生じるのは当然だと言えるでしょう。思う

ように対処できないことも多いと思いますが、軋轢がなくなることはありません。ですから、それ

とうまく付き合っていく手段を身に付けなければなりません。自分との違いを認め、他人を思い

やり、他人と心地よく暮らす方法を見付けるのです。家族との時間には必要のないことかも知れ

ませんが、人が生きていく舞台は他人と暮らす社会なのです。社会ではルールも複雑化します。学

校にもたくさんのルールがあります。集団で生きていくには、ルールを無視するわけにはいきま

せん。自分にとっては取るに足らないことでも、他の誰かにとっては大きな問題かも知れません。

家族では、親が我慢して子どもの好きなようにさせるような場面でも、学校（社会）ではそうはい

きません。だから、みんなが同じルールを順守する必要があるのです。 

社会で生きていくには、時には辛いことや理不尽なことも経験しなければならないでしょう。

そんな時、家族の存在や一緒に過ごす時間がいかにありがたいものであるかを知るのです。子ど

もが突き当たる悩みや問題を全て取り除くのではなく、そういった障害をどう乗り越えたらいい

のかを一緒に考え、またある時は子どもが奮闘する姿を静かに見守ることが大人の役目だと思い

ます。 

 

子どもは、環境や関わる人によって、様々な姿を見せます。保護者の方と話をしていると、学校

でとらえている子どもの姿と家庭での子どもの姿とに違いを感じることがあるのはそのためで

す。だからこそ、学校と家庭で情報を共有し、子どもたちを多面的にとらえ理解していく必要があ

ります。放課後の職員室では、担任が代わる代わる家庭に電話している光景を目にします。多少、

話しづらい内容でもお伝えするのは、「お子さんを叱って欲しい」からではなく、学校（社会）で

過ごす子どもたちの姿を共有し、学校と家庭がどう連携していけばいいかを一緒に考えたいから

です。 

御家庭での子どもたちの様子も、是非お聞かせください。 

子どもたちが、社会に出て、たくさんの人とかかわりをもち、豊かに生きていけるように、今後

も尽力していきます。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 水 全校朝会② 

２ 木 

委員会⑤ 

２年校外学習（円山動物園） 

６年選挙体験授業３・４校時 

３ 金 避難訓練③（防犯教室） 

４ 土  

５ 日  

６ 月  

７ 火 4年校外学習（駒岡清掃工場・水道記念館） 

８ 水 ふれあい遊び② 

９ 木 

3年校外学習３・４校時（校区内） 

クラブ②６校時（４～６年） 

短縮５時間授業（１～３年） 

10 金  

11 土  

12 日  

13 月 ３年街頭啓発３・４校時 

14 火  

15 水 ５年滝野宿泊学習１日目 

16 木 ５年滝野宿泊学習２日目 

17 金 ５年臨時休業日 

18 土  

19 日  

20 月 海の日 

21 火 短縮５時間授業 

22 水 
ふれあい遊び③ 

５時間授業（３・４年） 

23 木 
クラブ③６校時（４～６年） 

短縮５時間授業（１～３年） 

24 金 
1学期終業式 

給食あり４時間授業（13：10下校） 

25 土 夏季休業日～８月２３日(日) 

26 日  

27 月  

28 火  

29 水   

30 木  

31 金  

 

□交通安全街頭啓発について 
7月１３日(月) 10時30分頃を予定 

夏の交通安全運動の一環として、昨年に引き続き開催し

ます。東光ストアの周りの道路で、３年生が交通安全を呼び

かける活動を行います。 

□放課後の過ごし方について 
学校で子どもたちに指導をしていますが、御家庭でも確

認していただきたいと思います。 

〇交通安全について 

⓵車道は歩かず、歩道を歩くこと。歩道を歩く際はなるべ

く車道から離れた位置を歩くようにすること。 

⓶歩道がない道を歩く場合は、横に広がらず、列になって

歩くようにすること。 

⓷道路を横断する際は一度停まり、左右を見て車が来て

いないことを十分に確認してから横断すること。 

④車の近くやかげから道路を横断しないこと。 

⑤自転車に乗るときは安全な乗り方を心掛けること。 

〇外出するときについて 

①「行き先」「帰る時刻」「誰と一緒か」をお家の人と約束

をしてから出かけること。 

②暗くなる前に家に帰るようにすること。 

（帰宅時間の目安は４月～１０月は午後５時頃です。） 

③なるべく一人で行動しないようにし、通学路や人通り

の多い道路を通るようにすること。 

④不審者に出会ったり見たりしたら、しっかり断るか、す

ぐにお家の方に知らせること。 

『いかのおすし』を思い出して行動すること。 

〇お金の使い方について 

①必要のないお金を持ち歩いたり、用事もなくお店に入

ったりしないこと。 

②買い物は、何を買うのかをお家の人にきちんと伝えて

からにすること。 

③お金や物を貸したり借りたり、あげたりもらったりし

ないようにすること。 

□平岡中央小学校 
「いじめ防止基本方針」について 

  平岡中央小学校「いじめ防止基本方針」を学校ホームペ

ージ・平岡中央小の取組内に掲載していますので、御確認

ください。本校では、いじめの未然防止や早期発見、いじ

め問題が発生した場合の対応の協議、解決に向けた取組な

ど、組織として対応していくよう努めていきます。 

□滝野宿泊学習について 
７月１５日(水)と１６日(木)の２日間、５年生が滝野宿

泊学習へ行ってきます。様々な活動を通して、仲間との大

切な思い出をつくってきてほしいと思います。 

１日目 学校→札幌市青少年山の家（泊） 

２日目 札幌市青少年山の家→札幌芸術の森→学校 

 

【御協力のお願い】 

遅刻・早退する場合は、安全上、保護者の皆様に教

室までの送迎をお願いしています。 

また、御来校の際にはネームプレートの着用をお願い

します。紛失等、見当たらない場合は学校までお知らせ

ください。 

 

 

学校便り４号でお知らせしました【令和８年度 PTA 役

員・監査】ですが、御名前に誤りがありましたので訂正いた

します。正しくは以下の通りです。 

副会長         （５年２組・3年２組） 

 


